
摘導上の各考事項

ぷどうのほ収要因とその対策

(田拭 大 迫拭験地)
1   背 景とねらい

本県のぷどう栽増面積は 67 0 h a余 りで、りんごに決ぐ主要呆樹であるが、近年 (昭和 55
～ 5 8年 )の 異常気象や栽増管理不良、を樹齢化等が影害し低収益が続いたこともあり、栽増面積

の激少傾向を招いた.

そこで本県の主要品魯であるキャンベル アーリー (7 5拷 )に ついてほ収田及び多収由の相違

を明らかにし、問題点を抽出するとともに今後の増収対策を検討するために実態再査をした結果、

特に穀培管理の不徹底が収去や品質に大きく影害し、栽増な欲を低下させる要因の一つとなるなど

問題点が抽出されたので牟考に供する。なお土壌,肥 培管理も低収要因の一つに観療されるため、

現在,実 忠胃士および改害方法を実施中である.

2   技 術内容

低収田では、 1)田 房率が低い 2)房 重が小さい 3)晩 店おの多発 などが主な要因であり、

商品化率(田房暮)の向上をはかるため次のことをお切に行う。

■)発 葬後の新相伸長を舶えるため、葬かきは必ず行う。

2)花 鎮いを防止するため,摘 心は関花前 7日 頃に行い、その後は結果枝の生青状況に応して,

競引.副 梢の除去を行い受光を真好に保つなど適切な管理を行う.

3 )晩 周清回趣のため、袋掛け、各掛け、ビニール トンネル殺培を行いゃ又素剤による湾期防除

を行う.

4 )樹 勢去田や天候不原の与合、お房を着生機らし、樹勢回佐または熱期促進と図る。

5)適 応地域   県 下全戦

3   指 導上の留意点

1)前 年,過 考果や管理不良の日地では、発芽遅れや不舶いとなり作業が遅れがちになるので、活

期に行うよう注意する。

4  李 考文献

岩手田拭 大 迫威験地 試 験成績書 (昭和 57～ 5 9年 )

5   試 験成様の概要

調査は、同一地域内でほぼ同様の上壌タイブ、樹齢の栽増農宗から収工差のある農宗を4地 区計
8戸 につ き 3ケ 年は続問養 した。
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